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要　約
耕作放棄地放牧はウシの飼養管理経費の節減と牛舎作業の軽減，繁殖性の向上，草刈作業の軽減や景観の保全などの

成果が期待できる。本研究では，レンタル牛制度導入を視野に入れて，耕作放棄水田跡地における非同一農家飼養牛 2
頭での放牧が，ウシの社会行動に与える影響を明らかとすることを目的とした。同一農家飼養の繁殖牛 2 頭もしくは非
同一農家飼養の繁殖牛 2 頭を耕作放棄水田跡地に終日放牧した。5-14 時に社会行動を連続観察，社会行動以外の行動を
1 分ごとのタイムサンプリングにより記録した。親和行動は，非同一農家区では全く出現しなかった。探査行動は，非
同一農家区が同一農家区より多かった。以上より耕作放棄水田において非同一農家飼養牛同士の放牧は，同一農家飼養
牛同士の放牧よりも心理的安寧度が低く，緊張状態にあったと考えられる。
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緒　言

わが国において耕作放棄地は年々増加し，農林水産省
の資料では昭和 60 年から平成 27 年の 30 年間で約 3 倍
の 42 万 ha に増加している。このような耕作放棄地の
増加の主な原因として農業従事者の高齢化や後継者不足
に伴う，労働力の減少が挙げられる（山路 , 1993）。打
開策として注目を集めているのが耕作放棄地へのウシ放

牧の活用である。耕作放棄地放牧は，放牧期間中のウシ
の飼養管理経費の節減，耕作放棄地の草刈作業の軽減や
景観の保全などの成果が期待できる（吉田 , 2007）。

耕作放棄地放牧において希望者に農家が放牧経験牛を
貸し出すレンタル牛制度という試みが広がっている（吉
田 , 2007）。農家が一度に貸し出すことができる頭数に
は限界があるため，放牧に利用されるウシはすべて同一
農家出身で構成されるとは限らず，別々の農家出身のウ
シ同士で構成される可能性もある。Takeda ら（2000）
は共同放牧場においてファームメイト（同一農家出身牛）
を持つウシは，持たないウシと比較して社会的に安定で
あると述べている。また同居期間の短いウシ同士で群を
作った場合，特に社会的順位が下位の個体間で攻撃やス
トレスが増えるとされている（Bøe と Færevik, 2003）。
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さらに耕作放棄地は一般の放牧地と異なり面積が狭小で
あることが多く，連続して放牧できるのは 1 か月程度と
短期間である。集治（2004）によると 1 か月では，同居
したことがないウシ同士の社会関係は形成されなかった
としている。これらのことから，耕作放棄地では同居し
たことがないウシ同士を放牧するより，放牧以前に社会
関係が形成されている同一農家飼養牛同士を放牧するほ
うが，牛群にかかる社会的ストレスが軽減され，社会的
に安定するため，動物福祉を考慮するとよいと考えられ
る。出口ら（2007）は，耕作放棄地に同一農家飼養のウ
シを組み合わせて放牧した場合，人工草地での多頭数放
牧牛と比較し，社会行動に影響はなく，また，一般的な
生理的ストレス指標である血液中のコルチゾールレベル
の代替となりうる尿中コルチゾールレベルにおいても差
は認められず，行動面・生理面に対する影響はないと報
告している。
　本研究では耕作放棄水田跡地放牧における非同一農家
飼養牛 2 頭での放牧と同一農家飼養牛 2 頭での放牧を比
較して，非同一農家飼養牛 2 頭での放牧が，放牧牛の社
会行動に与える影響を明らかにすることを目的とした。
なお，この研究は 2004 ～ 2006 年に実施した先端技術を
活用した農林水産研究高度化事業「寒冷地における耕作
放棄地の草地化とミニ放牧技術の開発」の一環として行
われた。

材料および方法

調査地
　耕作放棄水田跡地として，岩手県盛岡市にある農家
A および B が所有している耕作放棄水田跡地２ヵ所（以
下水田 A および B）を調査地とした。水田 A はフェス
トロリウム，イタリアンライグラス，ペレニアルライグ
ラスおよびリードカナリーグラスの混播草地で，総面
積 3,673 ㎡，水田 B はイタリアンライグラス，飼料用ヒ
エおよびペレニアルライグラスの混播草地で，総面積
4,067 ㎡であった。いずれの水田跡地も道路と山に挟ま
れ，道路との間には水路があった。隣接した民家はなく，
時々車の通過や，山の草刈り作業があった。調査日の平
均最高気温は 20.6 度，平均最低気温は 14.4 度であった。

供試動物
　同一農家飼養牛調査（以下，同一農家区）では，水田
A に農家 A で 1 年以上飼養されている黒毛和種繁殖牛
2 頭を，水田 B に農家 B で 1 年以上飼養されている黒
毛和種繁殖牛 2 頭，または黒毛和種繁殖牛 1 頭と日本短
角種繁殖牛 1 頭を放牧し，全 6 頭を調査対象牛（平均年

齢 9 歳，平均体重 437kg）とした。
　非同一農家飼養牛調査（以下，非同一農家区）では，
水田 A および B に，農家 A および B で飼養されている
黒毛和種繁殖牛それぞれ 1 頭を放牧し，全 4 頭を調査対
象牛（平均年齢 10 歳，平均体重 458kg）とした。両区
に供試された 10 頭はすべて異なる個体であった。

試験期間
　水田 A および B では，舎飼で繋ぎ飼のウシを放牧期
間中のみ終日放牧に供した。同一農家区では水田 A に
2004 年 5 月 21 日～ 6 月 22 日に，水田 B に 6 月 28 日～
7 月 23 日および 8 月 27 日～ 10 月 8 日に放牧した。行
動調査を水田 A では 5 月 24 日に，水田 B では 6 月 29
日および 9 月 6 日に実施した。非同一農家区では水田
A に 2006 年 9 月 15 日～ 10 月 16 日，水田 B に 7 月 11
日～ 8 月 4 日に放牧した。行動調査を水田 A では 9 月
19 日に，水田 B では 7 月 12 日に行った。

行動調査方法および解析
　行動調査を 5：00~14：00 に行った。親和行動，敵対
行動および社会的探査行動（他のウシを，見たり，聴い
たり，においを嗅いだりして探査する行動）を社会行動
とした。社会行動は連続観察し，行動が出現する毎に行
動内容，対象牛，開始時間および終了時間を記録した。
社会行動は 1 時間あたりの出現数を求めた。社会行動以
外の行動は，1 分毎のタイムサンプリングにより記録し，
摂食行動，休息行動，反芻行動，自己舐め行動，探査行
動（ウシ以外の外部環境について，見たり，聴いたり，
においを嗅いだりして探査する行動），移動，その他に
分類した。社会行動以外の行動は個体別に各行動出現頻
度を集計し，調査時間で除し 1 時間あたりの出現数を求
めた。全行動の出現数について Mann-Whitney の U 検
定を行った。

結　果

　社会行動のうち，親和行動，敵対行動および社会的探
査行動の 1 時間当たりの出現数を表 1 に示した。親和行

表 1　同一農家区および非同一農家区における社会行
動の出現数（回 /時）

同一農家区（n=6） 非同一農家区（n=4）
親和 0.41 ± 0.65 0
敵対 0.18 ± 0.30 0.05 ± 0.11

社会的探査 0.02 ± 0.05 0.03 ± 0.06
計 0.61 ± 0.63 0.08 ± 0.11

平均 ± 標準偏差
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動は，非同一農家区では出現しなかった。敵対行動は非
同一農家区では，同一農家区の 1/3 以下であった。社会
的探査行動は両区とも，ほぼ同様の出現数を示した。よ
って，それらを合計した社会行動は，統計的に有意な差
はなかったが，同一農家区が非同一農家区より多かった。
　親和行動は社会的舐め行動と接触であった。親和行動
のうち社会的舐め行動が 90％以上を占めた。同一農家
区では調査牛６頭中３頭が親和行動を行なったのに対
し，非同一農家区では親和行動は行わなかった。敵対行
動は攻撃，追撃，威嚇，回避であった。同一農家区では
攻撃および追撃が約 60％，威嚇が約 40％を占めた。ま
た非同一農家区では回避だけであった。社会的探査行動
は，いずれの区においても社会的におい嗅ぎ行動であっ
た。
　社会行動以外の行動の 1 時間当たりの出現数を表 2 に
示した。探査行動が非同一農家区で，同一農家区より多
く出現した（P<0.01）。同一農家区では，地面のにおい
嗅ぎが観察された。非同一農家区では，調査者・放牧地
周辺で作業する人・周辺の環境を見る，地面のにおい嗅
ぎが観察された。その他の行動では，虫の追い払い，擦
りつけ，掻く，排糞，排尿が観察された。

かった非同一農家区では，同一農家区に比べ心理的安寧
度が低かったと推察される。また，同一農家区では，敵
対行動も観察されたが，親和行動の発現により社会的ス
トレスは軽減されていたと考えられる。
　社会行動以外の行動では，探査行動が非同一農家区で
多く出現した。探査行動は，一般的に警戒および神経の
集中など，緊張を伴う（佐藤ら , 2011）。このことから，
非同一農家区は同一農家区より緊張状態にあったと考え
られる。
　以上より，耕作放棄水田において非同一農家飼養牛同
士の放牧は，同一農家飼養牛同士の放牧よりも心理的安
寧度が低く，緊張状態にあったと考えられる。同居した
ことがない個体同士で群を構成することは，飼料摂取
量や体重，産乳量といった生産面に悪影響を及ぼすこ
とが知られている（Nakanishi ら , 1993）。また Takeda
ら（2003）はウシにおいて親和個体には心理的ストレ
スに対するバッファー効果があるとしている。さらに
Takeda ら（2000）は，放牧地においてウシが社会的に
最も安定する親和グループの大きさは，3 ～ 5 頭と述べ
ているが，今回調査に供した水田Ａ・Ｂでは面積と草量
の関係上，放牧牛 2 頭で 1 か月程度が継続して放牧でき
る限界と考えられた。これらのことを考慮すると，小面
積での耕作放棄水田放牧においては，非同一農家飼養同
士で放牧するよりも，同一農家飼養牛同士で放牧する方
が，生産的にも動物福祉的にも好ましいことであると考
えられる。また，前述した社会的舐め行動がおよぼす牛
群へのプラスの効果も考慮すると，耕作放棄水田での放
牧は同一農家飼養牛同士で行った方がよいことが推察さ
れた。また，同一農家飼養牛同士の放牧が困難な場合は，
社会的ストレスを少しでも軽減するために，放牧前に放
牧予定牛同士を短期間でも畜舎で同居させておくなどの
工夫が必要と考えられる。
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表 2　同一農家区および非同一農家区における社会行
動以外の行動の出現数（回 /時）

同一農家区（n=6） 非同一農家区（n=4）
摂食 20.00 ± 11.86 19.06 ± 10.49
休息 30.04 ± 13.20 26.39 ± 14.52
反芻 8.48 ± 7.25 10.92 ± 5.29

自己舐め 0.54 ± 0.23 0.58 ± 0.55
探査 0.02 ± 0.05 b 1.14 ± 0.60 a
移動 0.81 ± 0.47 1.61 ± 1.50

その他 0.11 ± 0.14 0.31 ± 0.33
平均 ± 標準偏差
ab：同行異文字間に有意差あり（P<0.01）

考　察

　 非 同 一 農 家 区 で は 親 和 行 動 は 出 現 し な か っ た。
Takeda ら（2001）は同居の長さや親しさが親和関係の
形成に影響するとしている。また親和関係は群れをつく
ってから，すぐにできるわけではなく，例えば黒毛和種
の仔牛では同一ペンで同居して 4 か月目以降に急速に形
成されるとしている（竹田 , 2002）。親和行動では，特
に社会的舐め行動の出現が顕著であった。社会的舐め行
動には，その実行により心拍数が低下するという心理的
安寧効果がある（Sato ら , 1993）。また乳牛においては
社会的舐め行動が増加するにつれ，乳量が増加すること
も知られている（Sato ら , 1991）。親和行動が出現しな
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Summary

    Grazing on abandoned paddy field is expected to bring effects including reduced costs for cattle 

breeding management and work in barns, enhanced reproducibility, reduction in work for mowing, and 

landscape conservation. This study was undertaken to clarify effects of grazing on the social behaviors 

of two cows from different farms in an abandoned paddy field with an eye to introduction of a rental 

cattle grazing system. Two cows from different farms or the same farm were pastured in an abandoned 

paddy field all day. Social behaviors were observed continuously during 0500–1400, and behaviors 

other than social ones were recorded by time sampling at 1-min intervals. Affiliative behaviors were 

not observed at all in the different-farm group. The frequency of exploratory behaviour was higher in 

the different-farm group than in the same farm group. Results suggest that grazing by cows from the 

different farm is lower psychological tranquility and higher nervous than by cows from the same farm.

Key words: abandoned paddy field, farm mate, few cattle grazing in small pasture, social behavior


